
身近な自然のなかで「生物」に触れる

　河川を訪れて行う野外実習で、学生たちは奈良盆地などを流れ

る秋篠川・佐保川・木津川の３つの河川を訪れ、水中の生物を採集。

各河川は環境や水質に違いがあり、そこに住む生物の種類も異なり

ます。その後、研究室に持ち帰ったエビ・カニ・貝・プラナリアや、ヤゴ・

アメンボ・カゲロウなどの水生無脊椎動物を顕微鏡で入念に観察し

て名前を調べます。最終的に河川ごとの生物の種類や密度の違い

を数値化して、自然環境の良好度について発表を行いました。

　近年、日本の河川・海岸の環境悪化や外来生物の導入にともない、

数多くの生物が絶滅の危機に瀕しています。学生たちは実際に生

物が生息している川に胴長を着て浸かり、自らの手で生物を採集す

ることで、生物たちが置かれている環境を実感できます。子供の頃

の川遊びのように現場の空気を楽しみ、生物学の研究を体験出来

るこの授業「環境科学Ⅰ・Ⅱ」は奈良大学の人気授業です。

　地理学科の学生だけではなく、すべての学部・学科の学生が受

講可能。生物や自然環境について体験から考える、貴重な時間です。

木津川での水中生物採集。学生達も水に入ってその環境を実感する。

古墳の表面を探して慎重に掘り下げる作業と平面図作成のための測量。上級生と下級生が協力し合って作業を行うことで、チームワークやリーダーシップも自然と芽生えていきます。

文化財学科のフィールド・アクティビティ

●栃木県中根八幡遺跡の発掘調査　●奈良県三輪山祭祀遺物の調査　●奈良県富雄丸山古墳の発掘調査

　日本の水棲生物に関する研究結果から、政府や行政に
提言や情報提供を行い、関連法の制定や改正などに尽力
してきました。環境について考えるのは、自分たちの生活を考
えること。自然を満喫しながら大いに楽しみ、考えてください。

専門分野／動物生態学・保全生物学・生物地理学
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本物の遺跡で、“発掘は楽しい”を体感

　奈良大学は2014年から斑鳩町と共同で町内の遺跡調査を行っており、

毎年春休みの約１カ月半、有志の学生たちが参加し、発掘調査の方法を学

んでいます。学生たちは、本物の遺跡に触れながら、遺跡を掘る、記録写真

を撮る、平図面を描く、出土品を調査し報告書を作成するといった一連のプ

ロセスに携わります。現場での経験を通して実践的な発掘技術が身につき

ますが、それよりも一番感じて欲しいのは“発掘は楽しい”ということです。

　これまでに斑鳩大塚古墳、甲塚古墳をそれぞれ4年がかりで調査し終

え、今年は新たに戸垣山古墳について調査を進めています。当初は盛

土の中から近世の瓦などが出てきましたが、さらに掘り進めると地面から

80㎝下に地層の異なる古墳時代の世界が現われました。土器や埴輪の

破片らしきものも出土し、古墳であると考えられ、土の色が変わっている

部分は埋葬部である可能性もあります。今年は古墳の規模を解明すると

ころまでは出来そうです。とはいえ、遺跡は掘ってみないとわからず、予測

が覆ることもしばしばです。でも、そこに尽きない魅力があります。あなたも

一緒に参加してみませんか？

地理学科のフィールド・アクティビティ

●日帰り巡検（2年次、ゼミごとに近畿圏内でフィールドワークを体験）
●国内長期巡検（3年次、ゼミごとに国内各地にて3～４泊で地域調査の実践）　●海外巡検（２～４年次の希望者を対象に10日間前後）

　私自身も学生時代から遺跡調査に携わっていますが、今も未知
のことに出会い、壁に突き当たることがあります。そんなとき知識と
経験、体力をフル動員してそこを越えてみると、新たな発見や成長
があるものです。学生たちにもその面白さを実感してほしいですね。
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